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大阪大学文学部・文学研究科同窓会大阪大学文学部・文学研究科同窓会

　

現
在
、
国
立
大
学
は
大
き
な
改
革
の
波
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
教
員
の
ポ

ス
ト
削
減
、
運
営
費
交
付
金
の
毎
年
一
・
三
％
削
減
と
重
点
的
な
配
分
へ
の
移
行
、

国
際
的
競
争
力
の
向
上
、
全
国
立
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
再
定
義
、
柔
軟
な
人
事
制

度
導
入
な
ど
な
ど
大
学
運
営
の
根
幹
に
か
か
わ
る
重
要
な
改
革
が
待
っ
た
な
し
で

迫
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
文
学
研
究
科
・
文
学
部
と
し
て
も
安
閑
と
は
し
て
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
従
来
の
学
問
伝
統
は
維
持
し
な
が
ら
も
、
新
し
い
改
革
に
向
け
て
適

切
に
対
応
を
し
て
い
か
な
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
二
五
年
度
に
は
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
今
ま
で
保
留
さ
れ
て
い
た
教
員
の
ポ
ス
ト
留
保
計
画
が
今
後
十
年
間
に
実

施
す
る
こ
と
が
全
学
的
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
平
成
二
八
年
度
か
ら
十

年
間
で
教
授
五
ポ
ス
ト
を
准
教
授
五
ポ
ス
ト
に
切
り
下
げ
、
同
時
に
助
教
七
ポ
ス

ト
を
留
保
す
る
（
つ
ま
り
削
減
す
る
）
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
私

た
ち
で
長
い
時
間
を
か
け
て
議
論
し
た
結
果
で
、
こ
の
方
法
が
も
っ
と
も
現
状
へ

の
影
響
が
少
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
判
断
を
し
た
も
の
で
す
。
教
授
五
ポ
ス
ト
を

准
教
授
ポ
ス
ト
に
切
り
下
げ
る
の
は
そ
れ
ほ
ど
の
痛
み
で
は
な
い
に
せ
よ
、
助
教

七
ポ
ス
ト
を
削
減
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
私
た
ち
の
研
究
教
育
に
と
っ
て
大
き
な

変
化
と
な
り
ま
す
。
若
い
准
教
授
の
方
々
に
一
層
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

一
方
で
、
新
し
い
力
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
美

学
棟
の
改
修
が
つ
い
に
完
成
し
、
名
称
も
「
芸
術
研
究
棟
」
と
改
称
し
、
秋
か
ら

は
通
常
の
活
用
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
建
物
内
は
白
色
を
強
調
し
、
清
潔
感
に
満

ち
、
教
室
内
の
機
器
刷
新
経
費
も
獲
得
で
き
、
今
後
の
研
究
教
育
の
新
し
い
場
所

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

補
助
金
関
係
で
も
、
本
年
度
か
ら
開
始
し
た
文
化
庁
「
大
学
を
活
用
し
た
文
化

芸
術
推
進
事
業
」
は
、
芸
術
ブ
ロ
ッ
ク
の
教
員
が
多
く
か
か
わ
っ
て
順
調
に
実
施

さ
れ
、
次
年
度
分
申
請
も
無
事
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
考
古
学
研
究
室
が
中

心
に
な
っ
て
実
施
し
て
き
た
「
野
中
古
墳
出
土
品
補
修
事
業
」
も
、
研
究
科
の
み

な
ら
ず
、
本
学
と
文
化
庁
の
補
助
を
得
て
完
成
に
近
づ
き
、
現
在
は
重
要
文
化
財

指
定
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。

　

ま
た
大
阪
大
学
未
来
基
金
と
窓
口
統
合
を
致
し
ま
し
た
「
教
育
ゆ
め
基
金
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
も
文
学
部
同
窓
会
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り

ま
し
た
。「
大
阪
大
学
創
設
一
〇
〇
周
年
ゆ
め
募
金
」
と
い
う
類
似
し
た
寄
附
基
金

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま

す
が
、
頂
き
ま
し
た
お
志
は
、
本
年
度
か
ら
は
海
外
留
学
を
す
る
学
生
へ
の
経
済

的
支
援
制
度
を
構
築
い
た
し
ま
し
て
、
四
名
の
学
生
へ
の
支
援
に
活
用
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

改
革
を
迎
え
る
文
学
研
究
科
・
文
学
部

文
学
研
究
科
長
・
文
学
部
長　

永
田　

 

靖

ご
あ
い
さ
つ

二
〇
一
三
年
度　

　

大
阪
大
学
文
学
部
・
文
学
研
究
科
同
窓
会
総
会
報
告

　

二
〇
一
三
年
九
月
二
二
日

 

於
大
阪
大
学
会
館
（
旧
イ
号
館
）

１　

会
務
報
告

（
１
）
同
窓
会
の
目
的　
　

 

会
員
相
互
の
親
睦
と
文
学
研
究
科
・
文
学
部
の
教
育
・

研
究
に
対
す
る
支
援

（
２
）
会
の
現
状　
　

 

卒
業
、
修
了
生
等
の
総
数
…
約
一
万
人

 

特
別
会
員
（
元
教
員
、
現
教
員
）
の
総
数
…
約
五
〇
〇
人

 

卒
業
、
修
了
生
等
の
う
ち
、
住
所
判
明
者
数

 

…
約
七
二
〇
〇
人

（
３
）
活
動
内
容

 

① 『
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
の
発
行
（
毎
年
三
月
発

行
。
約
一
二
〇
〇
人
に
郵
送
）

 

② 『
大
阪
大
学
文
学
部
・
文
学
研
究
科
卒
業
生
・
修
了
生

名
簿
』
の
刊
行
（
五
年
ご
と
）

 

③ 

同
窓
会
講
座
の
開
催
（
同
窓
会
の
活
性
化
を
図
り
、

二
〇
〇
九
年
度
よ
り
毎
年
五
月
に
実
施
）：
第
一
回
「
適

塾
と
そ
の
周
辺
を
訪
ね
る
」（
二
〇
〇
九
年
）
／
第
二

回
「
阪
大
待
兼
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
を
た
ど
る
│

浪
高
・
阪
大
現
地
見
学
│
」（
二
〇
一
〇
年
）
／
第
三

回
「『
大
』
大
阪
モ
ダ
ン
建
築
め
ぐ
り
」（
二
〇
一
二
年
）

／
第
四
回
「
映
画
『
オ
ロ
』
上
映
会
＋
岩
佐
寿
弥
監

督
講
演
会
」（
二
〇
一
三
年
、
た
だ
し
、
岩
佐
監
督
は

会
の
直
前
に
逝
去
さ
れ
た
の
で
上
映
会
と
監
督
の
追

悼
会
と
な
る
）
※
二
〇
一
一
年
は
東
日
本
大
震
災
の

た
め
中
止

 

④
在
学
生
の
就
職
活
動
に
対
す
る
支
援　

　

 

⑤ 「
教
育
ゆ
め
基
金
」（
文
学
研
究
科
・
文
学
部
の
奨
学
寄

附
金
）
活
動
へ
の
協
力

 

⑥
同
窓
会
役
員
と
文
学
研
究
科
長
と
の
懇
談
（
不
定
期
）

 

⑦ 

他
部
局
同
窓
会
と
の
連
携　

大
阪
大
学
同
窓
会
連
合

会
の
構
成
団
体
と
し
て
、
他
部
局
同
窓
会
と
連
携
。

ま
た
、青
雲
会
（
法
学
部
同
窓
会
）、経
済
学
部
同
窓
会
、

咲
耶
会
（
大
阪
外
大
、
阪
大
外
国
学
部
同
窓
会
）
と

と
も
に
、
毎
年
阪
大
文
系
同
窓
会
役
員
懇
親
会
を
開

催
し
、
交
流
と
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

（
４
）
会
の
運
営　
　

 

毎
年
二
回
（
お
お
む
ね
六
月
と
十
二
月
）、
文
学
研
究
科

で
幹
事
会
を
開
催
し
、
活
動
計
画
な
ど
を
検
討
。
年
度

一
回
目
の
幹
事
会
で
は
、
前
年
度
の
会
計
決
算
を
審
議

し
、
承
認
し
て
い
る
。

（
５
）
そ
の
他　
　

 

二
〇
一
一
年
は
大
阪
大
学
創
立
八
〇
周
年
で
あ
っ
た
た

め
、
五
月
三
日
の
阪
大
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
合
わ

せ
、「
同
窓
会
＆
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」（
大
阪
大

学
二
一
世
紀
懐
徳
堂
と
共
催
）
と
、
総
会
・
懇
親
会
を

企
画
し
た
。
し
か
し
三
月
に
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
、「
華

美
な
行
事
は
自
粛
」
す
る
と
い
う
大
学
の
方
針
に
従
っ

て
中
止
し
た
。

２　

大
阪
大
学
同
窓
会
連
合
会
に
つ
い
て
の
報
告

 

① 

本
会
は
、
各
部
局
の
同
窓
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
部
局
同
窓
会
相
互
の
交
流
、
連
携
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
阪
大
学
の
卒
業
生
等
の
交
流
、

親
睦
を
図
り
、
併
せ
て
大
阪
大
学
と
の
連
絡
を
緊
密

に
し
、
広
く
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

②
二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七
）
七
月
二
五
日
設
立
。

 

　

会
員
数
五
二
九
九
名
（
平
成
二
五
年
三
月
末
現
在
）。

 

③
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス

 

　

 

同
窓
会
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
会
員
専
用
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
、広
報
紙
『
大
阪
大
学
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』

の
送
付
、
各
種
の
大
学
イ
ベ
ン
ト
（
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
イ
・
東
京
開
催
「
大
阪
大
学
の
集
い
」
な
ど
）

の
案
内
、
会
員
特
典
の
実
施
（
ホ
テ
ル
阪
急
エ
キ
ス

ポ
パ
ー
ク
・
千
里
阪
急
ホ
テ
ル
・
大
阪
大
学
中
之
島

セ
ン
タ
ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン
割
引
、
東
急
ホ
テ
ル
ズ
宿

泊
料
金
割
引
、
大
阪
新
歌
舞
伎
座
特
別
割
引
な
ど
）。

 

④
入
会
方
法
と
会
費

 

　

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
W
e
b
で
入
会
手
続
き
を
す
る
。

正
会
員
の
入
会
資
格
は
、
部
局
同
窓
会
の
会
員
で
あ

る
こ
と
。
終
身
会
費
は
一
五
、〇
〇
〇
円
。
な
お
、
こ

の
会
費
の
三
割
は
部
局
同
窓
会
へ
還
元
さ
れ
る
。

 

⑤ 

文
学
部
・
文
学
研
究
科
同
窓
会
と
し
て
は
、
会
員
に

同
窓
会
連
合
会
へ
の
加
入
を
勧
め
て
い
る
。

同
窓
会
総
会

二
〇
一
三
年
九
月
二
二
日
、
大
阪
大
学
会
館
に
お
い
て
、

大
阪
大
学
文
学
部
・
文
学
研
究
科
同
窓
会
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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来
る
べ
き
大
き
な
大
学
改

革
の
時
代
を
迎
え
て
、
文
学

研
究
科
・
文
学
部
で
は
こ
れ

を
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
私

た
ち
の
研
究
教
育
を
一
層
発

展
さ
せ
る
べ
く
努
力
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご

協
力
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

永田　靖
1957年生まれ。専門は演劇史演劇学。
上智大学外国語学部ロシア語学科卒、
明治大学大学院演劇学専攻博士課程単
位取得。1998年より本学勤務。IFTR国
際演劇学会理事、日本演劇学会理事。
最 近 の 共 著 に Adapting Chekhov, 
Routledge, The Local meets the Glob-
al in Performance, Cambridge など。

　

大
阪
大
学
文
学
部
・
文
学
研
究
科
同
窓
会
は
、
昨
年
九
月
二
二
日
、
五
年
に
一

度
の
同
窓
会
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
文
学
部
創
立
六
十
五
周
年
に

あ
た
り
、
午
前
の
講
演
会
に
は
、
長
州
藩
と
槇
村
正
直
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
ら

れ
る
布
引
敏
雄
先
生
（
大
阪
観
光
大
学
名
誉
教
授
、
文
学
博
士
、
阪
大
文
・
国
史

一
九
六
五
年
卒
）
を
お
招
き
し
、「
会
津
藩
と
長
州
藩
│
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
八
重
の
桜
』

の
周
辺
│
」
と
題
し
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
河
ド
ラ
マ
で
話
題
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
会
場
の
文
学
部
会
議
室
は
満
員
の
会
員
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

午
後
の
総
会
は
、
会
場
を
大
阪
大
学
会
館
（
旧
イ
号
館
）
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
ホ
ー

ル
に
移
し
、
会
長
と
永
田
靖
文
学
研
究
科
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
村
田
路
人
事
務
局

長
か
ら
会
務
報
告
が
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
・
名
簿
の
発
行
、
同
窓
会
講
座
の

開
催
、
在
学
生
の
就
活
支
援
、「
教
育
ゆ
め
基
金
」
へ
の
協
力
、
他
部
局
同
窓
会
と

の
連
携
、
会
計
報
告
な
ど
、
過
去
五
年
間
に
わ
た
る
活
動
内
容
が
報
告
さ
れ
、
了

承
さ
れ
ま
し
た
。
続
く
懇
親
会
は
立
食
形
式
で
行
わ
れ
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
ご
出
席

く
だ
さ
っ
た
法
学
部
同
窓
会
「
星
雲
会
」
会
長
・
野
村
史
郎
様
、
外
国
語
学
部
同
窓

会
「
咲
耶
会
」
副
会
長
・
大
水
勇
様
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ス
ピ
ー
チ
と

上
質
の
ワ
イ
ン
で
盛
り
上
が
り
、
後
半
は
、
片
岡
リ
サ
様
（
箏
曲
家
、
大
阪
音
楽
大

河上 誓作（かわかみ・せいさく）
阪大文学部卒。文学博士（大阪大学）。
阪大助手、九大助教授、阪大教授、阪大
文学研究科長を経て、2004年阪大名誉
教授。2004年神戸女子大学教授、2005
年同学長、2012年同名誉教授。専門は
英語学。編著書『認知言語学の基礎』他。
1996－2000年日本英語学会会長。

文学部紹介ビデオの上映

懇
親
会

　

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
和
や
か
な
歓
談
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、

文
学
研
究
科
音
楽
学
研
究
室
に
在
学
の
片
岡
リ
サ
さ
ん
に
は
、
お
琴
に
ベ
ル
カ
ン

ト
唱
法
の
声
楽
を
合
わ
せ
た
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
講
演
会

総
会
に
先
立
ち
、
布
引
敏
雄
先
生
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冗
談
じ
ゃ
な
い
。
戦
国
時
代
を
黒
田
官
兵
衛
が
「
終
ら

せ
た
」
な
ん
て
、
思
い
も
よ
ら
な
い
。
歴
史
に
お
け
る
個

人
の
役
割
を
軽
視
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
は
英
雄
主
義
の
度
が
過
ぎ
る
。

　

と
こ
ろ
で
講
演
の
際
に
私
が
最
も
驚
い
た
の
は
、
数
年

下
級
生
の
女
性
が
「
あ
な
た
が
講
演
を
す
る
と
い
う
の
で

…
」
と
長
野
県
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
参
加
し
て
下
さ
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
五
十
年
ぶ
り
の
再
会
と
い
う
わ
け
だ
が
、
こ
ん

な
余
慶
に
出
く
わ
す
と
い
う
の
も
同
窓
会
な
ら
で
は
で
、

う
れ
し
い
限
り
で
あ
る
。

略歴
1968年、大学院国史専攻修士課
程修了。山口県文書館に勤務、の
ち高校教員に転じ、1985年から
大阪明浄女子短期大学（のち大阪
明浄大学と改称）勤務。2009年、
同大学退職。大阪明浄大学名誉教
授。文学博士（大阪大学・1991年）。
著書『槇村正直―その長州藩時代』
（文理閣・2011年刊）など。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
与
え
る
影
響
は
き
わ
め
て
大
き

い
。
全
国
の
大
学
日
本
史
教
員
が
束
に
な
っ
て
も
敵
わ
な

い
。
だ
か
ら
批
判
し
な
く
ち
ゃ
な
ら
ん
、
と
私
は
考
え
て

い
る
。

　

最
終
回
の
『
八
重
の
桜
』
は
、
ま
る
で
タ
ネ
明
し
の
よ

う
に
製
作
者
側
の
意
図
を
見
せ
て
い
た
。
会
津
藩
が
朝
敵

か
ど
う
か
。
孝
明
天
皇
の
御
宸
翰
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
。

こ
の
こ
と
が
ド
ラ
マ
で
は
熱
意
を
こ
め
て
展
開
さ
れ
て
い

た
。

　

だ
が
、
私
は
そ
の
こ
と
に
さ
ほ
ど
関
心
は
な
い
。
私
が

関
心
を
寄
せ
る
の
は
、
明
治
維
新
と
い
う
大
激
動
に
よ
っ

て
社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
っ
た
か
、
ま
た
、
そ
の
激
動
の

中
で
人
間
一
人
ひ
と
り
が
ど
の
よ
う
に
悪
戦
苦
闘
し
た
か

で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
八
重
の
桜
』
と
私
の
関

心
と
は
少
し
ズ
レ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

今
年
は
『
軍
師
官
兵
衛
』。
そ
の
番
宣
を
見
て
驚
い
た
。

曰
く
「
乱
世
を
終
ら
せ
た
男
」。

講
演
を
終
え
て 

布
引　

敏
雄

ご
あ
い
さ
つ

同
窓
会
総
会
の
ご
報
告

同
窓
会
会
長　

河
上　

誓
作

学
講
師
、
阪
大
院
・
音
楽
学
博
士

課
程
在
学
）
に
よ
る
見
事
な
琴
の

演
奏
を
楽
し
み
、
盛
会
の
う
ち
に

全
日
程
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
回
総
会
は
五
年
後
の

二
〇
一
八
年
で
、
文
学
部
創
立
七
〇

周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
会
員
の
皆

様
に
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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大阪大学文学部・文学研究科同窓会大阪大学文学部・文学研究科同窓会

　

幼
稚
園
か
ら
始
ま
っ
て
、
大
学
退
職
ま
で
、
約
七
〇
年
間
、
黒

板
を
正
面
に
し
た
り
、
背
中
を
む
け
た
り
し
て
過
し
て
来
た
。

ま
た
最
近
、
背
中
に
す
る
こ
と
が
、
年
間
に
数
日
あ
る
。
こ
の

間
に
、
世
の
中
は
黒
板
か
ら
パ
ソ
コ
ン
使
用
に
よ
る
（
私
は
ほ

と
ん
ど
使
用
で
き
ま
せ
ん
が
）
画
面
を
使
う
こ
と
に
変
っ
て
来

た
。
し
か
し
、
話
し
方
は
マ
イ
ク
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
た

が
、話
す
こ
と
に
は
変
り
な
い
。こ
の
際
に
今
ま
で
多
く
の
人
々

に
話
し
が
理
解
さ
れ
て
い
た
の
か
と
反
省
し
て
い
る
。
文
系
の

話
し
は
、
話
す
こ
と
に
よ
る
伝
達
が
重
要
に
な
る
。
私
の
よ
う

に
〝
物
〞
と
〝
文
字
〞
に
よ
る
研
究
を
し
て
い
る
と
、〝
物
〞
を

画
面
で
見
せ
な
が
ら
、
し
か
し
言
葉
に
よ
る
説
明
が
必
要
で
あ

る
。〝
文
字
〞
も
史
料
・
資
料
を
み
な
が
ら
読
み
上
げ
る
こ
と

が
多
々
あ
る
。
そ
の
た
め
、
昔
な
が
ら
の
話
し
方
に
よ
る
説
明

す
る
こ
と
に
な
る
。こ
の
際
、問
題
は
聞
き
て
の
方
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に
か
か
っ
て
く
る
。
聞
い
て
く
れ
る

人
の
年
齢
、
問
題
意
識
の
濃
淡
、
関
係
す
る
問
題
に
つ
い
て
の

知
識
な
ど
に
つ
い
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の

こ
と
が
で
き
て
い
た
か
気
に
な
る
。
特
に
最
近
感
ず
る
こ
と
は

最
近
の
思
っ
て
い
る
こ
と

 

杉
本 

憲
司

〝
ゆ
と
り
教
育
〞
の
影
響
か
な
に
か
知
ら
な
い
が
、
一
部
の
若

者
の
知
識
な
さ
に
と
ま
ど
っ
て
し
ま
う
。
今
、
あ
る
種
の
辞
典

編
纂
に
少
し
か
か
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
私
た
ち
の
考
え

で
字
句
の
解
説
を
す
る
。
し
か
し
、こ
の
時
、
辞
典
を
買
っ
て
く

れ
る
若
者
に
理
解
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

最
後
に
、
こ
の
頃
一
番
気
に
な
る
の
は
、
自
分
自
身
の
こ
と

で
、
後
期
高
齢
者
の
仲
間
に
は
い
る
と
、
世
間
並
み
に
老
人
ぼ

け
に
な
っ
て
来
た
。
目
は
悪
る
く
な
り
、
字
が
は
っ
き
り
と
見

え
な
く
な
る
。
耳
は
遠
く
な
り
、
他
人
の
話
し
を
充
分
聞
き
と

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
記
憶
力
が
落
ち
て
き
て
、
物
忘
れ
が
多

く
な
り
、
文
字
を
ど
忘
れ
す
る
こ
と
は
常
時
の
こ
と
。
体
調
は

今
の
と
こ
ろ
な
ん
と
か
保
っ
て
い
る
の
で
、
後
、
何
年
こ
の
よ

う
な
状
態
が
続
い
て
い
く
の
か
を
念
じ
な
が
ら
、
散
歩
位
の
運

動
で
日
々
を
過
し
て
い
る
。
以
上
が
老
人
の
最
近
思
っ
て
い
る

こ
と
を
書
い
て
み
た
。

　

卒
業
以
来
、
歴
史
資
料
を
扱
う
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

一
九
八
五
年
に
大
阪
府
公
文
書
館
設
立
、
職
員
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ー
カ
イ
ブ
は
世
界
で
は
当
た
り
前
に
あ
る
機
関
で
す
。「
実

際
に
こ
の
目
で
見
た
い
」
と
外
国
に
出
か
け
ま
し
た
。
今
で
は

日
本
の
ア
ー
カ
イ
ブ
文
化
の
レ
ベ
ル
は
、「
結
構
え
え
と
こ
ま

で
来
て
い
る
」
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

六
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
生
か
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

経
験
し
た
こ
と
を

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
生
か
し
た
い

 

大
西　

 

愛

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
U
N
H
C
R
）
が
保
存
し
て

い
る
ベ
ト
ナ
ム
難
民
の
資
料
に
出
会
い
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
に
よ
っ
て
国
か
ら
逃
れ
た
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
が
香
港
に
到
着

し
、難
民
申
請
し
て
認
定
さ
れ
た
り
、認
定
さ
れ
な
く
て
留
ま
っ

た
り
と
い
う
、
そ
れ
ら
の
人
の
行
方
が
わ
か
る
資
料
で
す
。
こ

の
資
料
箱
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
本
部
に
送
ら
れ
て
、
書
庫
に
あ
っ

た
の
で
す
。
書
類
は
バ
イ
ン
ダ
ー
に
入
っ
た
り
、
箱
に
バ
ラ
バ

ラ
に
入
れ
て
あ
っ
た
り
、
内
容
も
リ
ス
ト
と
は
合
わ
な
か
っ
た

り
と
な
か
な
か
手
間
で
す
。
書
類
を
新
た
な
中
性
紙
の
フ
ォ
ル

ダ
に
入
れ
て
タ
イ
ト
ル
を
鉛
筆
で
書
き
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ボ
ッ
ク

ス
と
い
う
専
用
箱
に
入
れ
、
リ
ス
ト
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力

し
ま
す
。
U
N
H
C
R
職
員
の
指
示
の
下
に
日
本
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
数
人
だ
け
で
作
業
は
進
め
ま
し
た
。
二
〇
〇
九
年
か
ら

二
〇
一
三
年
ま
で
毎
年
夏
の
二
週
間
を
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
過
ご
し

ま
し
た
。
シ
ニ
ア
で
始
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
た
が
、
そ
の

う
ち
現
役
の
人
も
学
生
も
興
味
を
持
っ
て
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
に
は
教
会
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
い
た
り
、

モ
ン
ブ
ラ
ン
を
見
に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
三
年
十
一
月
に
岩
手
県
釜
石
市
に
行
き
ま
し
た
。

二
〇
一
一
年
三
月
の
津
波
で
書
庫
が
水
に
浸
か
り
、
役
所
の
書

類
や
市
町
村
合
併
前
後
の
歴
史
的
に
重
要
な
文
書
も
被
災
し
ま

し
た
。
こ
の
二
年
余
り
、
い
く
つ
か
の
大
変
な
作
業
を
経
て
、

カ
ビ
な
い
よ
う
く
っ
つ
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
水
濡
れ
が
乾

か
さ
れ
て
い
ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
も
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
資
料
救
済
に
か
か
わ
り
ま
し
た
。
私
は
資
料
目
録
作

り
な
ら
で
き
る
と
伊
丹
市
立
博
物
館
に
通
い
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ

ム
難
民
資
料
の
整
理
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
遅
く
て

同
窓
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

今
回
は
、
同
窓
会
総
会
懇
親
会
で
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

略歴

1965年、史学科卒。伊丹市史編
集室、のち伊丹市立博物館勤務。
ベルギー・ブリュッセル日本人学
校教員、大阪大学五十年史資料・
編集室、大阪府公文書館専門職員
を経て大阪大学出版会勤務。著書
に『アーカイブ事典』（共編著、大
阪大学出版会、2003年）など。

略歴

1954年東洋史学卒業。61年文
学研究科博士後期課程退学。大
阪大学助手、大阪府立大学教授
などを経て、89年佛教大学教授。
2007年佛教大学名誉教授。中
国古代史・中国考古学専攻。
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も
数
年
で
私
た
ち
の
手
は
離
れ
ま
す
。
し
か
し
、
東
日
本
の
被

災
資
料
整
理
は
先
が
見
え
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
何
年
も
資

料
修
復
・
整
理
が
続
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
昭
和
四
六
年
に
大
阪
大
学
文
学
部
社
会
学
講
座
に
進
み

ま
し
た
。
社
会
学
講
座
に
は
四
人
の
教
授
、
助
教
授
の
先
生
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、特
に
甲
田
和
衛
教
授
の
ゼ
ミ（
外
書

講
読
）が
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。こ
れ
が
厳
し
く
て
、
教
養

時
代
に
勉
強
し
て
こ
な
か
っ
た
私
な
ど
は
、
非
常
に
苦
労
を
し

ま
し
た
。
初
回
の
ゼ
ミ
で
、
甲
田
先
生
の
厳
し
い
質
問
に
説
明

者
が
立
ち
往
生
す
る
の
を
み
て
、
こ
れ
は
え
ら
い
所
に
入
っ
た

と
戦
々
恐
々
と
な
り
ま
し
た
。
苦
虫
を
噛
み
潰
し
た
よ
う
な
表

情
の
甲
田
先
生
の
顔
は
、
当
時
は
恐
怖
で
し
た
が
、
今
は
先
生

の
心
中
が
察
せ
ら
れ
、
思
い
出
す
と
つ
い
苦
笑
し
て
し
ま
い
ま

す
。
甲
田
先
生
は
「
君
た
ち
に
、
社
会
に
出
て
す
ぐ
役
立
つ
よ

う
な
事
を
教
え
る
つ
も
り
は
な
い
！
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。「
そ

ん
な
殺
生
な
」
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
社
会
学
を
知
識
と
し
て

教
え
る
の
で
は
な
く
、
問
題
の
立
て
方
、目
的
、
方
法
論
の
厳
密

さ
と
将
に
学
問
の
仕
方
を
教
え
よ
う
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
時
に
学
ん
だ
事
は
、
確
か
に
す
ぐ
に
は
役
立
ち
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
長
期
の
ス
パ
ン
で
考
え
る
と
、
確
か
な
「
教
え
」
で
し
た
。

　

あ
る
時
、
人
類
学
の
著
名
な
先
生
が
何
か
の
勲
章
を
受
け
ら

文
学
部
時
代
に
教
わ
っ
た
事

 

川
原 

研
二

れ
、「
私
は
○
○
を
達
成
し
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
新
聞
に

載
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
に
甲
田
先
生
は
「
何
か
を
達

成
し
た
と
い
う
よ
り
、
目
指
す
べ
き
は
こ
う
い
う
事
で
、
力
及

ば
ず
何
な
に
が
ま
だ
分
か
ら
な
い
、
と
私
は
言
い
た
い
」
と
い

う
趣
旨
の
事
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
心
に
引
っ
掛
か
り
、
折

に
つ
け
そ
の
言
葉
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ビ

ジ
ネ
ス
の
世
界
こ
そ
、
○
○
を
成
し
遂
げ
た
！　

と
い
う
言
葉

は
日
常
茶
飯
事
で
出
て
き
ま
す
。
当
然
な
が
ら
そ
の
人
の
理
想

の
レ
ベ
ル
が
反
映
さ
れ
て
し
ま
う
訳
で
、
志
を
い
か
に
高
く
持

つ
か
、
そ
し
て
そ
の
志
で
行
為
を
い
か
に
律
す
る
か
が
大
事
な

の
だ
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
電
通
リ
サ
ー
チ
と
い
う
市
場
調
査
の
会
社
に
入
り
、
四
〇

年
た
ち
ま
す
。市
場
調
査
で
は
、市
場
実
態
に
照
ら
し
た
納
得
性

が
厳
し
く
要
求
さ
れ
ま
す
。会
社
人
生
も
ほ
ぼ
終
了
で
す
が
、
何

と
か
こ
こ
ま
で
来
れ
た
の
も
、甲
田
先
生
や
他
の
先
生
方
の
授
業

で
鍛
え
ら
れ
た
お
陰
で
す
し
、大
阪
大
学
文
学
部
に
は
深
い
所
で

お
世
話
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
一
九
九
〇
年
に
文
学
部
日
本
学
科
日
本
語
教
育
学
講
座

を
卒
業
し
ま
し
た
。
入
学
当
初
は
英
文
学
科
に
進
ん
で
英
語
教

師
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
の
で
す
が
、
二
年
生
の
と
き

日
本
語
学
科
が
新
設
さ
れ
た
の
で
し
た
。
日
本
学
科
の
授
業
は

少
し
聞
い
て
み
る
と
、
す
ぐ
に
そ
の
魅
力
に
ひ
き
こ
ま
る
ほ
ど

新
鮮
な
も
の
で
し
た
。
最
初
に
興
味
を
ひ
か
れ
た
の
は
、
活
用

で
し
た
。
国
文
法
で
は
「
読
ま
な
い
・
読
み
ま
す
・
読
む
・
読

む
と
き
・
読
め
ば
・
読
め
」
の
よ
う
な
活
用
を
丸
暗
記
し
ま
す

が
、
日
本
語
教
育
で
は
、
ま
ず
マ
ス
形
「
読
み
ま
す
」
を
導
入

し
、
そ
れ
か
ら
、
テ
形
「
読
ん
で
」
の
作
り
方
を
教
え
ま
す
。

な
ぜ
「
読
ん
で
」
が
「
読
み
て
」
で
は
い
け
な
い
の
か
と
い
う

大
阪
大
学
文
学
部
日
本
学
科
日
本
語

　
　
　

教
育
学
講
座
の一
期
生
と
し
て

 

中
西 

久
実
子

ル
ー
ル
も
教
え
ま
す
。
普
段
は
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
「
読
ん

で
」
が
、
か
く
も
美
し
い
ル
ー
ル
を
持
っ
て
い
る
と
は
、
と
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
私
は
日
本
学
科
の
一
期
生
と
し
て

学
部
を
卒
業
、
そ
の
後
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
ま
で
修
了
し
、
一
九
九
七
年
に
慶
應
義
塾
大
学
に
専

任
教
員
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。

　

慶
應
義
塾
大
学
で
の
主
な
仕
事
は
、
日
本
語
を
外
国
人
留
学

生
に
教
え
る
こ
と
で
し
た
。
日
本
語
を
教
え
る
と
言
う
と
、「
英

語
を
媒
介
に
し
て
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
初
級
で
も
媒
介
語
を
使
わ
ず
に
日
本
語
だ
け
で
教
え

ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
身
ぶ
り
を
使
っ
て
教
え
る
こ
と
さ
え

あ
り
、
苦
労
の
連
続
で
し
た
。
し
か
し
、
ま
っ
た
く
日
本
語
が

話
せ
な
い
学
生
た
ち
が
、
約
三
〇
〇
時
間
ほ
ど
学
習
す
れ
ば
、

初
級
レ
ベ
ル
ま
で
話
す
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
た
の
で
、
達
成
感

が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

慶
應
義
塾
大
学
で
は
、
毎
年
最
低
で
も
一
二
〇
名
の
留
学
生

に
日
本
語
を
教
え
て
い
ま
し
た
の
で
、
六
年
間
で
総
計
七
〇
〇

名
以
上
の
教
え
子
た
ち
が
世
界
に
は
ば
た
い
て
行
っ
た
計
算
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。
全
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
彼
ら
と
は
今

も
何
ら
か
の
形
で
交
流
が
あ
り
、
こ
れ
は
私
の
宝
で
す
。

　

現
在
は
京
都
外
国
語
大
学
日
本
語
学
科
で
、
主
に
日
本
人
学

生
に
言
語
学
や
日
本
語
教
授
法
な
ど
を
教
え
て
い
ま
す
。
京
都

外
国
語
大
学
か
ら
巣
立
っ
た
日
本
語
教
師
た
ち
が
、
私
と
同
じ

よ
う
に
世
界
の
ど
こ
か
で
人
と
人
と
の
輪
を
つ
な
い
で
い
っ
て

く
れ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
大
学
の
先

生
方
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
教
え
子
た
ち

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

略歴

昭和48年、哲学科社会学専攻
卒業。同年㈱電通リサーチ入
社。需要予測、顧客満足度指
標作成等を伴う市場調査業務
に従事。平成19年執行役員。
同22年退職。

略歴

1990年、日本学科卒。慶應義
塾大学国際センター専任講師、
京都外国語大学外国語学部日
本語学科准教授などを経て、
現在、京都外国語大学教授。
主な著祖に、『現代日本語のと
りたて助詞と習得』（ひつじ書
房、2012年)など。
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二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、
大
阪
大
学
と
大
阪
外
国
語
大
学
が
統
合
し
、

そ
れ
を
機
に
外
国
語
学
部
（
ド
イ
ツ
語
専
攻
）
か
ら
文
学
研
究
科
に
移

籍
し
た
。
も
っ
と
も
以
前
か
ら
文
学
研
究
科
・
文
学
部
の
非
常
勤
講
師

（
ド
イ
ツ
文
学
、
演
劇
学
）
と
し
て
出
講
し
て
い
た
し
、
外
大
で
も
ド

イ
ツ
文
学
・
演
劇
の
演
習
を
長
年
に
わ
た
っ
て
や
っ
て
き
た
の
で
、
違

和
感
は
な
か
っ
た
。
た
だ
当
初
は
ま
さ
し
く
二
重
国
籍
状
況
で
、
二
つ

の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
忙
し
く
行
き
来
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
豊
中

で
は
新
設
の
ア
ー
ト
・
メ
デ
ィ
ア
論
コ
ー
ス
、
な
ら
び
に
演
劇
学
の
学

生
・
院
生
の
た
め
に
演
習
と
論
文
指
導
を
し
、
さ
ら
に
外
国
語
学
部
で

も
私
の
も
と
で
卒
論
を
書
く
学
生
が
い
た
の
で
、
退
職
ま
で
箕
面
に
通

い
続
け
た
。

　

私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
の
ん
び
り
型
で
、
最
初
か
ら
移
籍
を
望
ん

で
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
良
き
先
輩
、
友
人
・
仲
間
で
あ
る
林
正

則
（
ド
イ
ツ
文
学
）、
永
田
靖
（
演
劇
学
）
両
氏
が
お
声
を
か
け
て
く

だ
さ
ら
な
け
れ
ば
箕
面
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
移

籍
し
て
す
ば
ら
し
い
同
僚
や
学
生
に
恵
ま
れ
、
本
当
に
豊
中
に
来
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
と
も
す
れ
ば
狭
い
領
域
に
と
ど
ま
り
が
ち

だ
っ
た
私
の
ド
イ
ツ
演
劇
研
究
も
大
き
な
広
が
り
と
厚
み
を
示
し
始
め
、

充
実
し
た
年
月
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申

し
上
げ
た
い
。

　

豊
中
（
こ
う
し
た
言
い
方
は
移
籍
組
の
特
有
の
表
現
か
も
し
れ
な
い

が
）
で
は
連
続
し
て
三
つ
の
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と
が
出

来
た
。「
ブ
レ
ヒ
ト
と
音
楽
」「
ブ
レ
ヒ
ト
と
ベ
ル
リ
ー
ナ
ー
・
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
」「
演
出
家
と
し
て
の
ブ
レ
ヒ
ト
」
で
あ
る
。
三
つ
目
は
継
続

中
な
の
で
引
き
続
き
阪
大
の
お
世
話
に
な
る
。
現
在
は
ド
イ
ツ
・
ア
メ

リ
カ
、
日
本
を
ラ
イ
ヴ
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
で
つ
な
ぐ

『
谷
行
／
イ
エ
ス
マ
ン
』
上
演
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
二
月
五
日
か
ら

は
阪
大
の
学
生
を
連
れ
て
ド
イ
ツ
公
演
に
出
か
け
る
。
ど
う
や
ら
忙
し

い
ま
ま
気
が
つ
い
た
ら
退
職
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

　

一
九
八
七
年
四
月
に
当
時
の
教
養
部
に
哲
学
担
当
教
員
と
し
て
着
任

し
た
。
哲
学
で
は
大
峯
顕
先
生
、
倫
理
学
で
は
故
溝
口
宏
平
さ
ん
が
お

ら
れ
た
。

　

与
え
ら
れ
た
個
人
研
究
室
は
、
い
ま
大
学
会
館
と
呼
ば
れ
て
い
る
イ

号
館
の
最
上
階
、
屋
上
に
出
る
扉
の
傍
ら
に
あ
っ
た
。
大
峯
先
生
は
三

階
、
溝
口
さ
ん
は
四
階
に
お
ら
れ
た
。
大
峯
先
生
の
と
こ
ろ
で
、
目
の

覚
め
る
ほ
ど
お
い
し
い
玉
露
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
こ
と
を
ふ
と
思
い
出

す
。
溝
口
さ
ん
を
中
心
と
し
た
初
期
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
研
究
会
が
始
ま
っ

た
の
も
、
イ
号
館
に
お
い
て
だ
っ
た
。

「
哲
学
」
と
い
う
授
業
を
、
火
曜
日
一
限
、
土
曜
日
一
限
と
二
限
に

提
供
し
た
（
当
時
は
土
曜
日
に
も
講
義
が
あ
っ
た
）。
そ
れ
が
教
員
と

し
て
の
私
の
仕
事
の
す
べ
て
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
対
象
は
、
す
べ

て
理
系
の
学
生
た
ち
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
多
少
で
も
科
学
に
近
い
主

題
の
ほ
う
が
彼
ら
に
な
じ
み
が
あ
る
だ
ろ
う
と
、
ル
ー
マ
ン
の
社
会
シ

ス
テ
ム
論
を
勉
強
し
、（
既
訳
が
ひ
ど
か
っ
た
の
で
）
ド
イ
ツ
語
か
ら

自
分
で
訳
し
て
ま
と
め
た
も
の
を
講
義
資
料
と
し
た
。
同
じ
ル
ー
マ
ン

で
も
、使
っ
た
テ
ク
ス
ト
は
三
つ
の
授
業
で
す
べ
て
異
な
る
。ま
だ
ワ
ー

プ
ロ
専
用
機
を
使
っ
て
い
た
。

　

何
年
か
た
っ
て
、
イ
号
館
の
二
階
に
か
な
り
広
い
研
究
室
を
与
え
ら

れ
た
。
そ
の
こ
ろ
に
は
、
授
業
で
科
学
論
・
科
学
哲
学
を
教
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
教
養
部
が
な
く
な
り
、
文
学
部
に
分
属
し
た
の
は

一
九
九
四
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
し
ば
ら
く
は
新
し
い

組
織
（
独
立
研
究
科
）
の
構
想
が
模
索
さ
れ
た
。

　

一
九
九
五
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
の
と
き
は
、
イ
号
館
を
出
て
新
棟

二
階
に
居
住
し
て
い
た
。

こ
の
退
職
の
辞
も
そ
こ

の
窓
か
ら
竹
藪
を
見
な

が
ら
綴
っ
て
い
る
。

　

皆
様
、
短
い
間
で
し
た
が
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
母
は
大
阪

の
天
神
橋
筋
の
生
ま
れ
、
私
も
父
の
勤
務
の
関
係
で
、
小
学
校
時
代
を

西
宮
市
仁
川
の
、
イ
チ
ゴ
畑
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
、
川
で
ザ
リ
ガ
ニ
捕

り
の
出
来
る
の
ど
か
な
環
境
で
過
ご
し
ま
し
た
。
し
か
し
ま
さ
か
三
〇

年
に
も
及
ぶ
永
い
年
月
を
、
大
阪
と
東
京
を
往
き
来
す
る
生
活
に
な
ろ

う
と
は
、
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
母
の
血
の
せ
い
か
、
大
阪

が
大
好
き
で
、
東
京
か
ら
戻
っ
て
来
て
、
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
の

大
阪
弁
を
聞
い
た
だ
け
で
、
帰
っ
て
来
た
こ
と
が
実
感
で
き
、
ホ
ッ
と

す
る
の
で
す
。
三
〇
代
か
ら
の
四
半
世
紀
を
大
阪
外
国
語
大
学
で
過
ご

し
ま
し
た
が
、
今
に
し
て
思
え
ば
そ
れ
こ
そ
学
生
と
の
、
ま
た
同
僚
達

と
の
、
何
度
も
の
大
学
改
革
の
波
に
揉
ま
れ
な
が
ら
、
徹
夜
し
な
が
ら

み
ん
な
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
ラ
ン
を
練
っ
た
、
涙
も
笑
い
も
あ
り
の

「
遅
い
青
春
」
と
も
言
う
べ
き
日
々
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
阪
大
と
の
統
合
で
す
。
文
学
研
究
科
に
移
籍
し
た
メ
ン
バ
ー

よ
り
遅
れ
る
こ
と
二
年
、
二
〇
〇
九
年
に
実
質
的
に
仲
間
に
入
れ
て
戴

き
ま
し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間
の
四
年
半
で
し
た
。
外
大
に
就
職
し
た

ば
か
り
の
頃
、定
年
間
際
の
先
生
が
、少
し
お
酒
を
召
し
あ
が
っ
て
、「
私

は
天
寿
を
ま
っ
と
う
で
き
た
け
ど
、
君
の
頃
に
は
ど
う
な
る
か
わ
か
ら

ん
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。「
国
立
大
学
が
無
く

な
る
な
ん
て
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
は
ず
が
な
い
…
」、
私
は
そ
う
思
っ

て
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
ま
さ
か
が
ホ
ン
ト
に
な
っ
た
の
で
す
。

合
併
・
統
合
と
は
い
え
、
大
が
小
を
呑
み
込
む
こ
と
の
現
実
を
、
痛
い

ほ
ど
思
い
知
ら
さ
れ
る
の
は
ず
っ
と
後
の
こ
と
で
し
た
が
、
旧
外
大
の

メ
ン
バ
ー
は
、
皆
さ
ん
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

博
士
課
程
の
学
生
を
持
た
せ
て
貰
え
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
心
残
り
も

多
々
あ
り
ま
す
が
、
と
も
か
く
こ
の
仲
間
達
を
よ
ろ
し
く
！ 

◆
退
職
に
あ
た
って

 

武
田 

佐
知
子

◆
大
阪
外
国
語
大
学
・
大
阪
大
学

　
　
　

退
職
に
当
た
って 

市
川　

 

明

◆
イ
号
館
に
い
た
頃

 

中
岡 

成
文

退
職
さ
れ
る
先
生
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

中岡成文（なかおか・なりふみ）
1950年山口県岩国市生まれ。
京都大学大学院文学研究科を
単位習得退学したあと、福岡
女子大学文学部を経て大阪大
学教養部に着任。のち文学部
に移り、コミュニケーション
デザイン・センターの初代セ
ンター長を務める。

略歴
早稲田大学第一文学部卒業。早稲
田大学大学院文学研究科史学専攻
修士課程修了。東京都立大学大学
院人文科学研究科史学専攻博士課
程修了。大阪外国語大学助教授・
教授をへて、大阪大学理事・副学
長。大阪大学文学研究科教授。主
な著書：『古代国家の形成と衣服
制─袴と貫頭衣─』、『信仰の王権　
聖徳太子─太子像をよみとく』、『衣
服で読み直す日本史』、『娘が語る
母の昭和』、『古代の衣服と交通─
装う王権・つなぐ道─』『古代から
架かる虹─時と装いのフーガ─』

市川　 明
1948年大阪府豊中市生まれ。大
阪外国語大学外国語学部ドイツ語
専攻卒業。同修士課程修了。ブレ
ヒトやハイナーミューラーを中心
にドイツ現代演劇を研究している。
多くのドイツ演劇を翻訳し、関西
で上演しているほか、NHKドイツ
語講座の講師として、本年も「アン
コールまいにちドイツ語」を担当し
ている。近著に『ブレヒト 音楽と舞
台』（花伝社）、Verfremdungen（Ro
mbach Verlag）などがある。

米ネブラスカ大学のキム教授（日本哲学研究者）と
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第４回大阪大学文学部・文学研究科
同窓会講座についてのご報告

第5回大阪大学文学部・文学研究科同窓会講座のご案内

能楽体験講座
大阪を拠点に活動する若手能楽師・井戸良祐氏の解説を聞きながら、
実際に能の上演の際に使われる能衣裳、能面を見せていただき、能舞
台の上で能の謡や所作、囃子の演奏を体験します。

●日　時 2014年5月10日（土）14：00～16：00
 ※地下鉄谷町線　文の里駅改札口　13：45集合
●場　所 井戸能舞台（阿倍野区文の里）
●講　師 井戸良祐（観世流シテ方）、囃子方一名
●参加費 2000円
●お申し込み方法
  氏名、卒業（修了）年次、専攻を明記の上、メールまた

は葉書で下記連絡先までお申し込みください。
 締め切りは4月25日（金）です。

 メール：dousoukai@let.osaka-u.ac.jp
 住所：〒560-8532　大阪府豊中市待兼山町1-5
 　　　大阪大学文学部・文学研究科同窓会宛

講師略歴
井戸良祐（いど・りょうすけ）
観世流シテ方能役者。東京藝術大学卒業。スイス、
クロアチア、ロシア、ブルガリア、スロバキア公演に参加。
座・WAKAZO主催。

　

平
成
二
五
年
五
月
十
一日
（
土
）
に
、

第
四
回
大
阪
大
学
文
学
部
・
文
学
研

究
科
同
窓
会
講
座
「
映
画
『
オ
ロ
』

上
映
会
＋
岩
佐
寿
弥
監
督
講
演
会
」
を

開
催
し
、
四
三
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
ず
映
画
「
オ
ロ
」
を
参
加
者
で
鑑

賞
し
ま
し
た
。
チ
ベッ
ト
人
の
少
年
オ
ロ

に
密
着
し
た
ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
は
感
動

的
だ
と
好
評
で
し
た
。

　

引
き
続
い
て
、
当
初
映
画
監
督
の
岩

佐
寿
弥
氏
に
よ
る
講
演
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
岩
佐
氏
が
平
成
二
五
年
五

月
四
日
に
急
逝
さ
れ
た
た
め
、
岩
佐
氏

と
生
前
交
流
の
あ
っ
た
参
加
者
に
ス
ピ
ー

チ
を
お
願
い
し
、
岩
佐
氏
と
そ
の
映
画

に
つい
て
参
加
者
で
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

オ
ロ
の
望
郷
の
念
、
そ
し
て
故
人
と

の
縁
に
思
い
を
は
せ
、
今
回
の
講
座
も

充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
五
年
八
月
一日
（
木
）
に
、
文
学
部
（
担
当
教
育
支
援
室
）
と
本
会
の
共
催
に
よ
る
平
成
二
五

年
度
大
阪
大
学
文
学
部
第
二
回
就
活
サ
ポ
ー
ト
講
座
「
働
く
って
何
だ
ろ
う

│
就
活
開
始
以
前
の
文

学
部
生
の
み
な
さ
ん
へ
」
が
豊
中
総
合
学
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
で
は
主
に
学
部
一、二
年
次
生
を
対
象
と
し
て
、
学
生
が
今
後
就
職
活
動
を
す
る
上
で
、
ま
た

将
来
社
会
人
と
し
て
働
く
上
で
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
て
大
学
生
活
を
送
る
べ
き
か
、神
村
昌
志
氏（
株

式
会
社
ア
イ
・
ア
ム
＆
イ
ン
タ
ー
ワ
ー
ク
ス
代
表
取
締
役
会
長
、
本
学
文
学
部
英
米
文
学
専
修
卒
）
と
野

村
文
子
氏
（
有
限
会
社
メ
デ
ィ
ア
ラ
ー
ニン
グ
取
締
役
、
本
学
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
の
お
二
方
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
生
と
の
や
り
と
り
を
交
え
な
が
ら
の
ご
講
演
で
、
学
生
は
こ
れ
か
ら
の
学
生
生
活
や
就
職
活
動
に
つい

て
意
欲
を
沸
き
立
た
せ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

今
後
と
も
本
会
で
は
、
文
学
部
の
就
活
支
援
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
予
定
で
す
。
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
五
年
度
第
二
回
就
活
サ
ポ
ー
ト
講
座
に
つ
い
て
の
ご
報
告
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事
務
局
便
り

●
お
知
ら
せ

◇『
文
学
部・文
学
研
究
科　

卒
業
生・修
了
生
名
簿
』（
二
〇
一二
年
版
）に
つ
い
て

　
二
〇
一二
年
三
月
刊
行
の『
大
阪
大
学
文
学
部・文
学
研
究
科
卒
業
生・修
了
生
名

簿
』ご
購
入
を
随
時
承
っ
て
お
り
ま
す
。販
価（
五
千
円
）＋
送
料（
百
六
十
円
）で
お
送

り
い
た
し
ま
す
。た
だ
し
名
簿
の
ご
購
入
は
同
窓
会
会
員
の
方
に
限
定
し
て
お
り
ま
す

の
で
、ご
入
会
が
お
済
み
で
な
い
同
窓
生
の
方
に
は
入
会
手
続
き
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。な
お
、新
規
に
同
窓
会
終
身
会
費（
一
万
円
）を
お
支

払
いい
た
だ
い
た
方
の
う
ち
、希
望
さ
れ
る
方
に一冊
謹
呈
し
て
お
り
ま
す
。振
込
用
紙
通

信
欄
に
名
簿
希
望
の
旨
を
お
書
き
添
え
下
さ
い
。

　

ご
購
入
希
望
の
場
合
は
以
下
の
郵
便
振
替
口
座
に
所
定
の
金
額
を
お
振
込
み
下
さ

い
。ご
入
金
確
認
後
、発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ご
購
入
に
際
し
ご
質
問
等
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
同
窓
会
事
務
局
ま
で
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◇
同
窓
会
へ
の
ご
寄
付
に
つ
い
て

　

同
窓
会
で
は
、寄
付
金（
一口
二
千
円
）を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。今
年
度
も
お
か
げ

さ
ま
で
多
く
の
同
窓
生
の
方
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。ご
寄
付
を
い
た
だ

い
た
皆
様
の
ご
芳
名
に
つ
き
ま
し
て
は
、次
号
で
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

●
お
願
い

◆
住
所
変
更
に
つ
い
て

　
住
所
変
更
・
勤
務
先
変
更
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、必
ず
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
一
報
下

さ
い
。名
簿
へ
の
住
所
、電
話
番
号
等
の
記
載
拒
否
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、そ
の
旨
あ

わ
せ
て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
事
務
局
メ
ン
バ
ー

事
務
局
長
：
村
田　

路
人
（
Ｓ
五
二
卒
）

総　
　
　

務
：
岡
田　

禎
之
（
Ｓ
六
二
卒
）、
高
木　

千
恵
（
Ｈ
一
〇
卒
）

会　
　
　

計
：
西
田
有
利
子

企　
　
　

画
：
市　
　

大
樹
（
Ｈ
七
卒
）、
中
尾　
　

薫
（
Ｈ
一
五
修
）

広　
　
　

報
：
岡
田　

裕
成
（
Ｓ
六
一
卒
）、
舟
場　

保
之
（
Ｓ
六
一
卒
）

事
務
局
補
佐
：
福
村　

一
弥
（
Ｈ
二
五
卒
）

事
務
局
補
佐
（
ウ
ェ
ブ
担
当
）：
鈴
木　

寛
和
（
Ｈ
二
六
卒
）

●
住
所
…
〒
５
６
０ 

‐ 

８
５
３
２　

豊
中
市
待
兼
山
町一番
五
号

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
…http://w

w
w
.let.osaka-u.ac.jp/dousou/ 

●
事
務
局
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
…dousoukai@

let.osaka-u.ac.jp

【
名
簿
代
金
・
終
身
会
費
の
お
支
払
い
、
ご
寄
付
の
受
付
】

　

口
座
番
号　

０
０
９
４
０
―

１
―

７
９
０
４
３

　

加
入
者
名　

大
阪
大
学
文
学
部
同
窓
会
事
務
局

　
　
＊
お
手
数
で
す
が
、通
信
欄
に
①
卒
業・修
了
年
、②
専
攻・専
修
名
を
ご
記
入
下
さ
い
。

文学部創立60周年（平成20年）の折に創設しました「教育ゆめ基金」は、文学部・文学
研究科の教育活動を支援していただくための基金です。この基金は、人文学教育の国際
化、学生の海外留学支援、留学生の支援、優秀な学生への奨学金等、もっぱら優秀な人
材を育成するための教育助成を目的としています。昨秋に大阪大学「未来基金」と窓口統
合したことにより、いっそう多くの同窓生ならびに教職員の皆様より、平成25年度総計190
万円ほどのご寄附をいただきました。ご厚情に心よりお礼申し上げますとともに、今後とも
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。 （文学研究科長　永田靖）

◆「教育ゆめ基金」のご報告◆
いつでも、お心のままにご寄附いただければ幸いです

同封の
「教育ゆめ基金」

案内を
ご覧ください

平成25年度「教育ゆめ基金」寄付者リスト
荒牧　典俊
粟根　功雄
粟屋美知代
石原　　実
岩倉　國浩
植田　和文
上田　雅康
瓜生　彩子

大澤　慶子
大野篤一郎
大村　睦子
大森　紀子
岡田　千賀
柿田　　衛
門林理恵子
上山　　泰

木曽　明子
北泊謙太郎
木村　純雄
グッドリフ みゆき
國原まち子
小谷晋一郎
小林　正人
斎藤芙美子

坂川　佳子
里見　軍之
佐野　智子
島﨑　裕子
志水紀代子
杉本　欣哉
武田　恒夫
長岡まゆら

中原　　計
中村　加津
中村　元保
西田　諭司
西村　公江
垣生　満恵
藤井　安子
藤岡　　穣

藤木　　真
星野　佳織
牧野　好男
松下　まさ
松田　陽子
三橋　　浩
三代　啓子
山上義太郎

山戸　暁子
吉田　高重
吉田　優子
若山　映子

（敬称略・五十音順）

◆「教育ゆめ基金」の支出（平成25年度）
　・文学部海外留学支援制度奨学金（４名分）：480,000円
　（平成25年度1月末現在の残額：5,184,534円）
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